
 ● 内閣府では、日本と世界各国の青年との交流を通して、相互理解と友好を深め、広い国際的視野と     
　国際協調の精神を身に付けた次代を担うにふさわしい青年を育成するため、青年国際交流事業を実施
　しています。
 ● 現在、平成 22 年度に実施する以下の事業の参加青年を募集しています。
　　｢国際青年育成交流｣（9 月）
　　｢日本・中国青年親善交流｣（9 月）
　　｢日本・韓国青年親善交流｣（9 月）
　　｢青年社会活動コアリーダー育成プログラム｣（10 月）
　　｢世界青年の船｣（平成 23 年 1～ 3 月）
　　｢東南アジア青年の船｣（10 ～12 月）

 ●お問い合わせは、内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付国際企画担当
　 （☎０３－３５８１－１１８１、http://www.cao.go.jp/koryu/）
　または、長野県企画部生活文化課　青少年健全育成係（☎０２６－２３５－７２１０　直通）まで。

No.６５

教育委員会事務局
スポーツ生涯学習課
☎62－3111
内線351
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生涯学習のマスコット
‘‘マナビィ’’

　

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、
毎
年
「
青
少
年
健
全

育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
個

人
や
団
体
」「
行
為
が
特
に
顕

著
な
善
行
を
行
っ
た
青
少
年
」

（
小
・
中
・
高
校
生
お
よ
び
、

お
お
む
ね
25
歳
ま
で
の
青
年
）

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

22
年
度
の
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
推
薦
期
間

　

▼
２
月
22
日
～
4
月
20
日

・
該
当
者
が
い
る
場
合
は
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
地
区
区
長
会

長
さ
ん
へ
連
絡
す
る
か
、
飯
山

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
構
成

団
体
の
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。（
推
薦
者
は
、
区
長

さ
ん
か
団
体
の
長
と
な
り
ま

す
。）　　

・
推
薦
者
は
、所
定
の「
推
薦
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
４
月

20
日
（
火
）
ま
で
に
飯
山
市
青

少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

（
市
教
委
ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習

課
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
推
薦
書
用
紙
は
、
各
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
、
市
教
委
ス
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青年国際交流事業に参加しませんか

あ
な
た
の
町
の
青
少
年
育
成
功
労
者
や
善
行

青
少
年（
団
体・個
人
）を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
！

ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課
の
事

務
局
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

飯
山
市
教
育
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）　

・
被
表
彰
者
は
、
飯
山
市
青

少
年
育
成
市
民
会
議
理
事

会
で
審
議
し
、会
長
（
市
長
）

が
決
定
し
ま
す
。

・
表
彰
は
、
５
月
下
旬
に
市

役
所
で
行
う
予
定
で
す
。

※　

表
彰
規
定
は
、
地
区

区
長
会
長
さ
ん
・
各
団
体
・

地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・

各
小
中
高
等
学
校
に
送
付

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

飯
山
市
教
育
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

お
問
い
合
わ
せ　

飯
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局

　

  

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

生
涯
学
習
係

　

☎
�
３
１
１
１      

　
　
　
　
　

内
線
３
５
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Ｆ
Ａ
Ｘ　

�
５
９
9
０

平
成
22
年
度
科
学
研
究
費

　
　
　
　
助
成
金
の
ご
案
内

　飯山市では、生涯学習の一環として市民の皆様の要請に応じ
て市役所の職員等が講師となり、あなたの地区や学校・職場・サー
クル等に出張し、市政等の説明や職務で習得した専門知識・技
能などを提供したり、皆さんと一緒に語り合うための講座 ｢飯山
市生涯学習出前講座　長道館｣ を実施しております。
　市役所が関わっている仕事に関しての疑問や質問、国や県の

飯山市出前講座『長道館』のお知らせ

 市議会の
　　　役割と仕組み

 高齢者福祉
             サービス   人権教育学習講座   詐欺にあわない

　　　  ための心得

 飯山市の財政事情  なんでも健康教室   男女共同参画講座  気軽に
　　ニュースポーツ

  地域づくり
（計画・各種支援制度） 介護保険制度説明    こんなきまり知って        

 ますか（条例等）
 かんたんノルディッ 
クウォーキング

 　  機関紙づくり
（広報誌の紙面づくり） 音読で脳いきいき  全市公園化と

　景観形成について
 子どもと本の
　　すてきな出会い

 飯山市の総合計画等  介護予防のお話  ごみはこうして
             減らせます

 中高年からの
　　　　本の楽しみ

 地上デジタル放送を
           楽しむために

 身体障がい者
            との接し方

 段ボールで
　　簡単堆肥づくり

 飯山市の
　　　文化財めぐり

  身近な税金の話
（１）所得税と市民税  手話講習会 　飯山市の環境  飯山の歴史

　　（古代～近世）
  身近な税金の話

（2）固定資産税
 認知症サポーター
　　　 　養成講座

 ごみの行方（エコ　
　パーク寒川見学他） 下水道のはなし

  身近な税金の話
（３） 国保税

 母子、寡婦の
　　ための福祉制度

    廃食油を活用して
  エコキャンドルを
  作ってみませんか

 水の大切さ

    魅力ある商店街、
 訪ねたい観光地を
 めざして  ( 話し合い）

 子育てを支える
　　制度や取り組み

 廃食油石けんを
　作ってみませんか　

 もしものための
　　　　 防災講座

  観光まちづくり  あなたの一票を
 　         大 切 に 

   消費者トラブルの
 実態と解決への一歩

 あなたの
　　リクエスト講座

▼
申
請
期
間

　
１
月
15
日
㈮
～
５
月
７
日
㈮

▼
交
付
対
象　

県
内
で
科
学

研
究
を
し
て
い
る
個
人
又
は
団

体
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る

場
合
に
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

①
自
然
科
学
以
外
の
研
究

②
既
に
完
成
し
て
い
る
研
究

③
既
に
完
成
し
て
い
る
研
究
を

実
用
化
又
は
企
業
化
す
る
た
め

の
研
究　
④
国
・
県
・
市
町
村

等
の
公
的
研
究
所
、
試
験
場
等

の
研
究
者
が
行
う
研
究
で
、
当

該
研
究
所
、
試
験
場
等
の
本
来

業
務
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の

⑤
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る
研
究

▼
助
成
金
額　
30
万
円
以
内

▼
交
付
部
門　
①
第
一
部　
一
般

②
第
２
部　
小
・
中
学
校
及
び

高
等
学
校
の
教
員　
③
第
３
部

大
学
（
短
大
を
含
む
）、研
究
所
、

試
験
場
等
の
研
究
者

▼
問
い
合
わ
せ
先　
詳
し
く
は

㈶
長
野
県
科
学
振
興
会
北
信
支

部
（
北
信
合
同
庁
舎
内
）

☎
０
２
６
９
（
２
３
）
０
２
０
０

へ
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

2.avis.ne.jp/
~nkagaku/)

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

制度についてなど、どんなことでも結構です。講座を開く場所を確保していただければ市内ど
こへでも専門知識を持った市職員等を派遣いたします。市職員の派遣料は無料であり、外部
講師の場合は１件１人当たり３千円を補助します。市役所各課でそれぞれの職務について全
４４講座を用意いたしました、メニューにない内容にもご相談くださればできる限り対処いたし
ます。本講座のメニュー表は下記のとおりです、多くの皆さまのお申込みをお待ちしています。

　　　●お問い合わせ　　飯山市教育委員会事務局　
　　　スポーツ生涯学習課　生涯学習係　☎ �３１１１  
   　　内　線　３５２           または　ホームページ
　　http://www.city.iiyama.nagano.jp/gyousei-jouhou/gj-
　　sposhou/top_page.htm　をご覧ください。
　　　 　＊「長 道 館」とは飯山藩 藩校の校名です。

郷土史教室（湯の入荘）の様子

　生涯楽しめるスポーツ ！  　
　ノルディックウォーキング


